
平成31年度　予算のあらまし 
　　◦一般会計・特別会計・企業会計の予算を可決しました  ���� P.2〜4

市政について問う！
　　◦17人の議員が一般質問（代表質問・個人質問）を行いました ���P.6〜10
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第222号

沼津の春の風物詩　「大瀬まつり・第31回内浦漁港祭」



特 別 会 計

企 業 会 計

会　　計 平成 31 年度予算額 平成 30 年度予算額 増減率
国民健康保険事業 216 億 6,500 万円 214 億 4,600 万円 1.0％

土地取得事業 5 億円 4 億 6,700 万円 7.1％
介護保険事業 162 億 8,900 万円 158 億 6,600 万円 2.7%
簡易水道事業 3,200 万円 1,480 万円 116.2%

後期高齢者医療事業 25 億 3,600 万円 24 億 8,800 万円 1.9%
合　　計 410 億 2,200 万円 402 億 8,180 万円 1.8%

会　　計 平成 31 年度予算額 平成 30 年度予算額 増減率
病院事業 130 億円 126 億 1,700 万円 3.0%
水道事業 55 億 4,500 万円 53 億 5,100 万円 3.6%

下水道事業 93 億 7,800 万円 89 億 5,100 万円 4.8%
合　　計 279 億 2,300 万円 269 億 1,900 万円 3.7%

平成 31年度　予算のあらまし　※２月定例会における内容については、元号の表記を平成としています。

問国民健康保険の一般被保
険者療養給付費が、平成
30年度に比べ、約1億円
増加している理由は。
答一般被保険者療養給付費
は、県の推計値をもとに算出
したものであり、被保険者数
は減少が見込まれるものの、
高齢化等により1人当たりの
医療費が年々増加しているこ
とや、消費税率の引き上げを
見込んだ結果、増額となった
ものである。

問土地取得事業における財
産貸付収入の内容は。
答沼津駅周辺総合整備事業
促進用地を、静岡地方法務局
に 511万 2,000 円で、沼津
市振興公社に65万 9,000円

で、静岡地方検察庁に56万
8,000円で、それぞれ貸し付
けるものなどである。

問平成31年度の沼津市立
病院の予算の特徴は。
答資本的支出については、
放射線治療装置を、より精度
の高い治療が可能な装置に更
新するため、建設改良費を4
億2,745万1,000円増額した。
また、収益的支出については、
看護師の確保が進んだことな
どにより、給与費を1億6,213
万 5,000円増額した一方で、
材料費や経費の削減に取り組
むことにより、県東部の基幹
病院として必要な医療サービ
スを提供しながら経営の安定
化に取り組むための予算編成

とした。

問医師確保の見通しは。
答平成31年度は、常勤医
師のいない腎臓内科、また救
急科及び麻酔科の医師を重点
的に確保していきたいと考え
ており、厳しい状況ではある
が、見通しは十分にあると考
えている。

問水道事業における管路の
漏水対策は。
答管路の漏水対策は有収率
向上のためには重要だと認識
しており、老朽化した管路の
更新を計画的に行っていくと
ともに、漏水調査の範囲をさ
らに拡大し、漏水の早期発見
に取り組んでいく。また、市民

から漏水情報が寄せられた場
合には昼夜を問わず迅速に対
応するよう努めていく。

問下水道事業の経費回収率
は経営状況の指標として重
要だと考えるが、経費回収
率の見込みは。
答平成31年度における経
費回収率は75％を見込んでい
る。これは、沼津市下水道ビ
ジョンにおける今後5年間の
事業進捗を踏まえ、平成31
年 4月1日からの下水道使用
料改定による改定後の収入と、
汚水処理経費を見込んだ結果、
平成31年度からの5年間平
均の経費回収率の目標を75％
に設定したことによるもので
ある。

　第16回 (２月 )定例会は、２月8日に開会し、３月18日までの39日間にわたり開催しま
した。この議会では、市長から平成31年度の施政方針が述べられた後、平成30年度関係議案、

平成31年度関係議案等の審議をそれぞれ行い、いずれも原案のとおり議決しました。また、7つの会派から市
長の施政方針に対する代表質問が行われました。さらに、10人の議員から個人質問が行われました。
　ここでは、平成31年度の一般会計、特別会計（５事業）及び企業会計（３事業）の予算審議、歳入・歳出予
算額等の主な内容をお知らせします。

　特別会計は、国民健康保険や
介護保険など特定の事業を行う
場合に、保険料などの特定の収
入でその支出を賄うものです。

　企業会計は、地方公営企業法
の適用を受けて、公営企業会計
による独立採算制で行う会計で
す。
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歳入総額
720億
7,000万円

その他
76億5,030万円（10.6％）

市債
54億4,080万円
（7.6％）

国庫・県支出金
171億5,366万円
（23.8％）

その他
68億2,524万円
（9.4％）

市税
350億円
（48.6％）

依
存

財

源

自
主

財

源

58.0％42.0％

民生費
271億
9,790万円
（37.8％）

土木費
120億6,758万円
（16.8％）

公債費
71億5,884万円
（9.9％）

衛生費
68億5,810万円
（9.5％）

衛生費
68億5,810万円
（9.5％）

教育費
63億8,440万円
（8.9％）

教育費
63億8,440万円
（8.9％）

総務費
62億4,386万円
（8.7％）

総務費
62億4,386万円
（8.7％）

消防費
27億4,548万円
（3.8％）

その他
34億1,384万円

（4.6％）

歳出総額
720億
7,000万円

平成31年度予算を可決しました！
総額1,410億1,500万円

歳　入 歳　出

平成 31 年度予算額 平成 30 年度予算額 比較増減 増減率
720 億 7,000 万円 714 億 5,000 万円 6 億 2,000 万円 0.9％

一般会計予算決算委員会での主な質疑

問安全な地域づくり推進事
業の内容は。
答近年、気候変動により洪
水の発生頻度が高まっている
ことから、狩野川、黄瀬川、
沼川、高橋川及び新中川にお
いて、考え得る最大規模の降
雨に伴う洪水により、浸水が
想定される区域を対象として、
浸水状況の分析を行った上で
避難シミュレーションを実施
し、避難対象者や避難手段、
避難先、避難のタイミングな
どを整理した洪水避難対策方
針を作成するものである。

問がん検診の受診率を向上
させ、がんの早期発見、早
期治療につなげる新たな取
り組みは。

答胃がん検診については、
精度の高い内視鏡検査を選択
できる対象年齢を55歳から
50歳に引き下げることで対
象者を約1万 4,000 人拡大
し、また、子宮頸がん検診に
ついては、精度が高く検査時
間が短い LBC 法という検査
方法を導入することで、検査
を受けやすい環境を整備して
いく。

問沼津御用邸記念公園を活
用した誘客の取り組みは。
答改元の記念事業として、
沼津御用邸記念公園において、
明治44年に製造された貴重
な馬車を宮内庁から借用し、
誘客の目玉として展示するも
のである。また、平成 31年

4月から6月にかけて実施さ
れる静岡デスティネーション
キャンペーンを好機と捉え、
観光客が、沼津御用邸記念公
園を初め、市内の観光施設に
も回遊できるようさまざまな
取り組みを実施していきたい
と考えている。

問旧静浦東小学校のプール
を改修し、スキルパーク（ス
ポーツ自転車等練習スペー
ス）の整備を行う目的は。
答スキルパークを整備する
ことにより、サイクリストの
拠点となっているNUMAZU
サイクルステーション静浦東
との相乗効果を生み出し、利
用者数の増加が期待できると
考えている。また、近隣市町

にはない施設であるため、話
題性も高く、本市のサイクル
ツーリズムによる観光振興に
大きな効果をもたらすものと
考えている。

問新貨物ターミナル土地収
用関連事業費の内容は。
答新貨物ターミナル用地の
取得のため、土地収用法に基
づき土地収用の裁決を求める
裁決申請書及び土地の明け渡
し裁決を求める明渡裁決申立
書を作成する費用が主なもの
で、静岡県収用委員会に対し
て、事業認定の期限である平
成31年9月20日までに、そ
れらの申請書類等を提出でき
るように準備を進める予定で
ある。

　一般会計は、市民税などの市税を主な財源として、道路や学校の整備、
福祉やごみの処理などの事業を行うための会計です。一 般 会 計
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平成 31年度　予算のあらまし

同報無線
デジタル化
整備事業 情報機器整備事業

新貨物ターミナル
土地収用関連事業

中学校施設
空調設備整備事業

防犯まちづくり
事業

新たな公共交通
推進事業

産後ママの
リフレッシュ事業

　防災情報や重要な行政情報を伝達するための同報系
防災行政無線について、従来のアナログ方式からデジ
タル方式へ変更するための工事を計画的に進め、情報
伝達体制の機能強化を図ります。

　子供たちが情報社会に主体的に対応できる「情報活用
能力」の育成を図るため、中学校の全普通教室に大型
ディスプレイを導入するなど、情報教育に係る環境整備
を進めます。

　鉄道高架事業を推進するため、新貨物ターミナルの
用地取得に向けて、土地収用法に基づく手続を進める
ための土地・物件調書の作成などを行います。

　市内の全小中学校の普通教室等にエアコンを整備す
るため、先行して進めている小学校に続き、中学校の
整備に向けた実施設計を行います。
（小学校は平成30年度補正予算にて工事費等8億6,360万円を計上）

　自治会が設置する LED防犯灯の設置費補助を引き続
き行うほか、新たに、高齢者の振り込め詐欺などの被
害防止を目的とした迷惑悪質電話防止装置の貸与を行
います。

　既存の交通システムにとらわれない公共交通のあり方について
研究を進め、EVバス車両導入費の補助、機能的でわかりやすいバ
スマップの作成、バス位置情報提供サービス活用に対する補助な
どにより、公共交通の利便性の向上と利用促進を図ります。

　生後５カ月までの乳児を持つ母親を対象に、産後のこ
ころとからだのリフレッシュや交流の場を提供するため、
ヨガやマッサージなどのリフレッシュメニュー体験を実
施するほか、専門家による子育ての悩み相談を行います。

▲同報系防災行政無線のデジタル
化を行います

▲�沼津駅から沼津港までを結ぶ�
EVバスの運行を実現します ▲産前産後のサポートを進めます

▲新貨物ターミナルの用地取得を進めます

▲エアコンの整備を進めます ▲迷惑悪質電話防止装置を貸与します

▲情報活用能力の育成を図ります

予算額�
� 1億 4,180万円

予算額�
� 1億 6,987万円

予算額� 　　　
� 8,690万円

予算額�
� 2,343万円

予算額�
� 8,450万円

予算額�
� 1,730万円

予算額�
� 130万円

平成31年度予算の主な事業
第16回（2月）定例会で可決された平成31年度予算の中から、主な事業を紹介します。
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☆このほかの議案については、沼津市議会のホームページをご覧ください。 沼津市議会 検索

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

市
民
ク
ラ
ブ    

自
民
沼
津

公
明
党

改
革
ぬ
ま
づ

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

（6）（5）（4）（3）（2）（2）（2）（1）
条
例 議第30号 沼津市国民健康保険条例の一部改正 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

予
　
算

議第34号 平成31年度沼津市一般会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯× × × ◯

議第35号 平成31年度沼津市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

議第36号 平成31年度沼津市土地取得事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯× × × ◯

議第39号 平成31年度沼津市後期高齢者医療事業特別会計予算 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯

発
議発議第1号 地域環境と調和した太陽光発電設備設置に関する意見書 可決 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯× ◯ ◯× ◯

会派別　賛否が分かれた議案一覧

主な議案一覧

◯＝賛成　×＝反対　※（　）内は所属議員数

議　案　名 内　　　　容 議決結果

条　
例

議第 7号
沼津市総合計画基本構想の議決に
関する条例の制定

■総合計画基本構想の策定等を議会の議決事件とします
沼津市総合計画の基本部分である基本構想の策定等を議会の議決事件とする
ものです。

可決

議第 25号
沼津市立勤労青少年ホーム条例の
廃止

■勤労青少年ホームを、平成30年度末をもって廃止します
沼津市立勤労青少年ホームを廃止するものです。

可決

議第 30号
沼津市国民健康保険条例の一部改
正

■国民健康保険料の賦課限度額を引き上げます
国民健康保険法施行令の一部改正に倣い、国民健康保険料の賦課限度額を引
き上げるほか、医療給付費分における資産割及び被保険者均等割の賦課割合
に関する規定を改めるものです。

可決

議第 33号
沼津市地域公共交通協議会条例の
制定

■沼津市地域公共交通協議会を設置します
沼津市地域公共交通網形成計画の作成等を行うことを目的とし、地域公共交
通の活性化及び再生に関する法律及び道路運送法に基づき、沼津市地域公共
交通協議会を設置するものです。

可決

予　
算

議第 8号
平成 30年度沼津市一般会計補正
予算（第６回）

■17億5,443万 5,000円を追加し、予算総額は746億3,441万 6,000円
となります

追加したものは、小学校施設空調設備整備事業費8億6,360万円、病院事業
会計繰出金5億5,000万円、退職手当等の職員人件費1億3,591万5,000円
が主なもので、財源としては、それぞれの特定財源のほか、一般財源として基
金繰入金などをもって充てるものです。このほか、繰越明許費として自転車等
駐車場整備事業2,800万円など27事業を翌年度に繰り越すほか、債務負担行
為として技術顧問業務委託費など116件を追加するものです。

可決

人　
事
認第 1号
教育長任命の同意

平成31年 3月31日をもって任期満了となる服
はっ

部
とり

裕
ゆ

美
み

子
こ

氏の後任として、
駿東郡清水町長沢在住の奥

おく

村
むら

篤
あつし

氏を任命することについて同意するものです。
同意
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答
市
長
／
本
地
域
に
つ
い
て
は
、
東
駿

河
湾
環
状
道
路
の
西
区
間
延
伸
な
ど
、
交

通
の
結
節
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
流
拠
点
化

を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
都
市
基
盤
整
備

を
進
め
つ
つ
、
美
し
い
景
観
を
保
全
、
活

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。
今

後
は
、
平
成
三
十
年
度
に
開
催
し
た
ぬ
ま

づ
地
域
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
提

案
や
住
民
等
の
意
見
、

土
地
利
用
の
課
題
等

を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
地
域
の
活
性
化
に

資
す
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
く
。

問
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
原
西
部
地
区

に
移
設
す
る
意
義
は
。

答
市
長
／
現
在
の
沼
津
貨
物
駅
が
担
っ

て
き
た
機
能
を
維
持
、
発
展
し
て
い
く
た

め
、
周
辺
の
土
地
利
用
等
と
の
整
合
及
び

経
済
性
な
ど
の
観
点
か
ら
比
較
、
評
価
し

た
結
果
、
本
地
区
が
最
適
で
あ
る
と
判
断

し
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
後
、
広
域
交
通
ア
ク
セ
ス
の
飛
躍
的
な

向
上
が
期
待
さ
れ
る
本
地
区
は
、
新
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
合
わ
せ
、
物
流
業

務
等
の
進
出
が
期
待
さ
れ
、
地
域
の
発
展

に
寄
与
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
本
市
西
部
地
域
の
発
展
に
向
け
た
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

問
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
取
得
に

つ
い
て
は
、
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
手
続

を
進
め
て
い
る
が
、
地
権
者
を
犠
牲
に
し

て
も
進
め
る
鉄
道
高
架
事
業
が
沼
津
の
誇

り
高
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
理
由
は
。

答
市
長
／
本
事
業
は
、
本
市
全
体
の
交

通
の
円
滑
化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
す
ぐ
れ
た
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に

発
揮
で
き
、
本
市
全
体
の
経
済
活
動
の
活

性
化
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
誇
り
高
い
、
元
気
な
ま
ち
沼
津
」

に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
新
貨

物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
以
上
事
業
を
お
く
ら
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
の
考
え
か
ら
土
地
収
用
法
の
手

問
本
市
と
富
士
市
と
の
広
域
連
携
に
向

け
た
具
体
的
な
展
望
は
。

答
市
長
／
本
市
西
部
地
区
と
富
士
市
東

部
地
区
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
や
歴
史
・
文

化
な
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
発

展
を
図
る
こ
と
は
両
市
の
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
考
え

る
。
平
成
三
十
年
に
は
富
士
市
長
と
会
談

を
行
い
、
行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
連
携

を
進
め
、
両
市
の
繁
栄
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
な
ど
を
確
認
し
た
。
現
在
は
、
事
務

担
当
者
間
に
お
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、

市
長
同
士
の
二
度
目
の
会
談
を
早
い
時
期

に
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も

協
議
を
継
続
し
つ
つ
広
域
連
携
の
強
化
に

続
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
の
交
渉
に
お

い
て
も
地
権
者
の
思
い
を
理
解
し
な
が
ら

誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
静
岡
東
部
拠
点
第
二
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
、
富
士
見
町
住
民
と

の
懇
談
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
本
事
業
は
本
市
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
事
業
と
認
識
し
て
お
り
、
鉄
道

高
架
事
業
と
と
も
に
早
期
完
了
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
市
長
就
任
後
は
懇
談

の
機
会
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
事
業
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
富
士
見
町
住
民
の
理
解

と
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
、
機
会
を

見
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
小
中
学
校
の
普
通
教
室
等
へ
の
エ
ア

コ
ン
整
備
を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
市
長

の
考
え
は
。

答
市
長
／
平
成
三
十
一
年
度
は
、
全
小

学
校
、
静
浦
中
学
校
、
戸
田
中
学
校
の
教

室
合
計
三
百
五
十
八
室
の
整
備
を
予
定
す

る
と
と
も
に
、
全
中
学
校
の
整
備
に
向
け

て
実
施
設
計
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
児
童

生
徒
の
健
康
や
生
命
を
守
る
た
め
に
一
日
で

も
早
く
エ
ア
コ
ン
を
整
備
す
る
こ
と
は
大
変

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
平
成
三
十
二

年
度
ま
で
に
全
て
の
小
中
学
校
に
整
備
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
教
育
委
員
会
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

殿
岡
　
修

川
口
　
三
男

久
保
田
　
吉
光

新貨物ターミナルを原西部地区に
移設する意義は

市長が目指す
「誇り高い、元気なまち沼津」とは

富士市との広域連携に向けた
具体的な展望は

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

　
第
十
六
回
（
二
月
）
定
例
会
で
は
、
市

長
の
平
成
三
十
一
年
度
施
政
方
針
に
対
す

る
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
七
つ
の
会
派
か

ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

※
代
表
質
問
は
「
一
括
質
問
一
括
答
弁
方
式
」
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

未
来
の
風

日
本
共
産
党
沼
津
市
議
団

自
民
沼
津

▲地域の特性を生かしたまちづくり
について検討したぬまづ地域デザ
インワークショップ
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問
静
岡
県
が
進
め
て
い
る
し
ず
お
か
自

動
運
転
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
、
①
本
市
は
ど
の
よ
う
な
連

携
を
図
っ
て
い
く
の
か
。
②
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
た
新
た
な
公
共
交
通
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
市
長
／
①
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
都

市
部
や
過
疎
地
に
お
い
て
多
様
な
交
通
課

題
が
あ
る
中
、
自
動
運
転
が
そ
の
課
題
解

決
の
手
段
と
な
り
得
る
の
か
検
証
す
る
も

の
で
あ
る
。
県
が
平
成
三
十
一
年
度
に
実

証
実
験
を
行
う
際
に
は
、
本
市
が
平
成

三
十
年
度
に
Ｅ
Ｖ
バ
ス
の
試
験
運
行
を
行

っ
た
沼
津
駅
か
ら
沼
津
港
間
を
対
象
と
す

る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お

問
保
育
所
等
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
、

①
現
状
と
課
題
は
。
②
具
体
的
な
対
応
は
。

答
市
長
／
①
保
育
所
等
に
お
け
る
待
機

児
童
は
、
平
成
三
十
一
年
一
月
時
点
で

十
一
名
で
あ
り
、
特
定
の
地
域
に
ニ
ー
ズ

が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
本
市
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
②
ニ
ー
ズ
が
集
中
し
て
い

る
地
域
に
対
し
、
保
育
所
等
の
整
備
を
促

進
す
る
な
ど
、
受
け
入
れ
人
数
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
入
所
可
能
な
施
設
の
情

報
提
供
や
丁
寧
な
相
談
対
応
に
よ
り
、
一
刻

も
早
い
待
機
児
童
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
に

つ
い
て
、
①
現
状
と
課
題
は
。
②
具
体
的

な
対
応
は
。

問
本
市
は
中
枢
中
核
都
市
と
し
て
選
定

さ
れ
た
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
市
長
／
本
市
は
、
活
力
あ
る
地
域
社

会
を
維
持
す
る
た
め
の
中
心
、
拠
点
で
あ

り
、
近
隣
市
町
を
含
め
た
地
域
社
会
の
経

済
、
生
活
を
支
え
、
東
京
圏
へ
の
人
口
流

出
を
抑
止
す
る
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
都
市
と
し
て
中
枢
中
核
都
市

に
選
定
さ
れ
た
。
現
在
、
国
に
お
い
て
中

枢
中
核
都
市
へ
の
支
援
策
等
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
動
向
に
留
意
し
つ
つ
、
中

枢
中
核
都
市
に
関
す
る
各
市
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
や
研
究

に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
定
住
人
口
確
保
の
た
め
の
考
え
は
。

問
第
四
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
進
捗
状

況
に
対
す
る
認
識
は
。

答
市
長
／
平
成
二
十
九
年
度
末
時
点
に

お
い
て
、
後
期
推
進
計
画
に
掲
げ
る
主
要

七
十
事
業
の
う
ち
、
完
了
、
計
画
以
上
進

捗
、
ほ
ぼ
計
画
ど
お
り
の
進
捗
と
な
っ
た

事
業
は
全
体
の
四
分
の
三
の
五
十
二
事
業

で
あ
り
、
計
画
通
り
の
進
捗
が
図
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
策
の

達
成
度
を
検
証
す
る
三
十
の
ま
ち
づ
く
り

指
標
の
う
ち
、
十
三
指
標
に
お
い
て
は
策

定
時
の
基
準
を
上
回
る
一
方
、
十
七
指
標

に
お
い
て
は
基
準
値
を
下
回
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
本
総
合
計
画
に
お
い
て
、
交

流
人
口
の
拡
大
な
ど
に
関
し
て
は
一
定
の

け
る
安
全
性
や
受
容
性
、
に
ぎ
わ
い
の
相

乗
効
果
を
検
証
す
る
な
ど
、
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
研
究
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
②
近
年
の
公
共
交

通
利
用
者
の
減
少
や
運
転
手
不
足
な
ど
の

課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通

と
し
て
い
く
た
め
に
、
従
来
の
交
通
モ
ー

ド
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｖ
バ
ス
や
自
動
運
転

バ
ス
な
ど
の
新
た
な
技
術
に
つ
い
て
も
研

究
を
進
め
、
地
域
の
特
性
に
合
っ
た
運
営

手
法
や
運
行
形
態
を
検
証
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
新
た

な
交
通
モ
ー
ド
の
効
果
を
検
証
す
る
試
験

運
行
の
実
施
や
先
進
事
例
の
研
究
な
ど
を

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

答
市
長
／
①
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
待

機
児
童
が
特
定
の
小
学
校
に
お
い
て
発
生

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
小
学
校
に
は
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
増
設
の
た
め
の
余
裕
教
室

や
校
庭
等
の
敷
地
の
確
保
が
難
し
い
と
い

う
課
題
が
あ
る
。
②
平
成
三
十
一
年
度
に

お
い
て
は
、
原
小
学
校
の
敷
地
内
に
一
ク

ラ
ブ
四
十
名
分
を
、
門
池
小
学
校
は
校
舎

の
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
校
舎
内
に
二
ク

ラ
ブ
八
十
名
分

を
増
設
す
る
こ

と
で
、
両
学
校

の
待
機
児
童
は

解
消
で
き
る
見

込
み
で
あ
る
。

答
市
長
／
本
市
に
移
住
し
て
住
宅
を
取

得
し
た
若
者
世
帯
へ
の
支
援
を
初
め
、
市

内
企
業
の
魅
力
発
信
な
ど
に
よ
る
若
者
の

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
就
職
の
推
進
や
、
起

業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
よ
り
、
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

結
婚
を
希
望
す
る
人
に
対
す
る
出
会
い
の

支
援
を
初
め
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
教

育
に
お
け
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
る
施
策
に
総
合

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
多
様
な
視
点

で
、
定
住
人
口
の
確
保
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
定
住
人
口
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
若
者
世
代
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

層
の
転
出
超
過
が
見
ら
れ
、
努
力
が
必
要

な
状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
第
五
次
沼
津
市
総
合
計
画
の
策
定
は

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
市
長
／
第
四
次
沼
津
市
総
合
計
画
や

沼
津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
に
お
け
る
現
時
点
で
の
評
価
や
指
標

の
到
達
度
を
分
析
、
調
査
し
た
上
で
、
本

市
の
強
み
や
弱
み
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

ま
た
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
な
ど
の
社

会
経
済
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

今
後
十
年
間
を
見
据
え
た
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

梶
　
泰
久

渡
邉
　
博
夫

岩
崎
　
英
亮

片
岡
　
章
一

しずおか自動運転ＳｈｏｗＣＡＳＥ
プロジェクトとの連携は

保育所や放課後児童クラブの
待機児童対策は

定住人口確保に対する考えは

第４次沼津市総合計画の進捗状況は

一 般 質 問市政について問う！

改
革
ぬ
ま
づ

市
民
ク
ラ
ブ

志
政
会

公
明
党

▲放課後児童クラブの様子
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問
県
道
沼
津
土
肥
線
は
、
戸
田
地
区
の

住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

半
島
地
域
や
本
市
全
体
の
観
光
振
興
に
も

大
き
く
寄
与
す
る
道
路
で
あ
り
、
早
期
の

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
①
平
成
三
十

年
度
の
県
へ
の
要
望
活
動
の
内
容
は
。
②

平
成
三
十
一
年
度
の
県
の
整
備
計
画
内
容

と
整
備
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
建
設
部
長
／
①
平
成
三
十
年
八
月
の

沼
津
市
建
設
事
業
要
望
で
は
、
本
市
重
点

要
望
の
一
つ
と
し
た
ほ
か
、
十
月
に
実
施

し
た
、
市
長
が
会
長
を
務
め
る
沼
津
・
土

肥
間
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
要
望
に

は
、
戸
田
、
三
浦
地
区
の
各
連
合
自
治
会

長
が
同
行
し
、
地
元
の
声
を
直
接
届
け
る

問
高
齢
者
の
生
活
形
態
を
鑑
み
る
と
、

医
療
と
介
護
の
連
携
推
進
が
重
要
と
考
え

る
が
、
現
在
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
沼
津
市
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

委
員
と
し
て
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
、

医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

事
業
関
係
者
、
自
治
会
連
合
会
等
に
参
加

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
医
師
会
と
共
催

で
講
演
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
在
宅
医
療

と
介
護
の
あ
り
方
へ
の
認
識
を
深
め
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
今
後
と
も
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
催
し
て
い
る

地
域
ケ
ア
会
議
で
示
さ
れ
た
課
題
等
の
解

決
に
向
け
て
、
関
係
者
と
対
応
策
の
検
討

等
、
要
望
活
動
を
行
っ
た
。
②
県
の
整
備

方
針
に
よ
り
、
交
通
量
の
多
い
沼
津
市
街

に
近
い
区
間
か
ら
順
次
整
備
を
進
め
て
お

り
、
平
成
三
十
一
年
度
も
、
西
浦
地
区
の

五
カ
所
で
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
と
聞

い
て
い
る
。
本
道
路
は
、
地
域
住
民
の
生

活
道
路
の
み
な
ら
ず
、
風
光
明
媚
な
観
光

道
路
で
あ
る
と
と
も
に
、
戸
田
地
区
の
振

興
を
図
る
上
で
も
重
要
な
道
路
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続

き
、
全
線
に
お
け
る

円
滑
な
交
通
の
早

期
確
保
を
、
県
へ
働

き
か
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

を
行
い
、
多
職
種
協
働
に
よ
る
在
宅
医
療・

介
護
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

問
二
〇
二
五
年
問
題
を
見
据
え
た
、
介

護
施
設
供
給
不
足
へ
の
対
応
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
の
中
で
、
計
画
期
間
内
に
必
要
な
施

設
の
数
な
ど
を
示
す
と
と
も
に
、
三
年
ご

と
に
計
画
を
見
直
し
、
施
設
の
需
要
と
供

給
の
バ
ラ
ン
ス
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
在
宅
で
の
介
護
体
制
づ
く

り
の
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
必
要
と
な
る

介
護
施
設
等
の
把
握
と
、
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
の
強
化
を
進
め
て
い
く
。

水
口
　
淳

霞
　
惠
介

県道沼津土肥線の整備促進を2025年問題に対する
本市の取り組みは

市 政 に つ い て

問 う！

一
般
質
問

議員名 主な質問項目 掲載頁

水口　　淳 県道沼津土肥整備促進、戸田造船郷土資料博物館 50 周年記念事業 ８

霞　　惠介 高齢者の健康と福祉、2025 年問題を控えて ８

深田　　昇 障害福祉サービスの課題、計画相談、放デイ、高校卒業後の居場所 ９

鈴木　秀郷 市役所庁舎等の管理 ９

加藤　明子 民法改正による成人式の方向性、ふるさと納税制度 ９

小澤　　隆 官民連携アプリ、我入道の文化財収蔵庫 ９

城内　　務 避難所、体育館エアコン、新体力テスト、スポーツ実施率 10

梅沢　　弘 民意の根拠、鉄道高架訴訟、330 億円の市債発行、高校生議会 10

中田　孝幸 地震津波対策、防潮堤の効果・整備費、防潮堤と鉄道高架 10

江本　浩二 温室効果ガスの削減 10

第
十
六
回
（
二
月
）
定
例
会

で
は
、
十
人
の
議
員
が
市
政

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

※議員名の下に 形式 として質問形式を記載しています。
一　　括：通告した全ての内容を一括して質問した後、市当局が一括して答弁する方式
一問一答：議員からの一つ一つの質問ごとに、市当局が答弁する方式　
複　　合：１回目は一括で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う方式

形
式

形
式

複
　
　
合

一
問
一
答 ▲道路拡幅工事などが行われている

県道沼津土肥線
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問
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
当
た

っ
て
、
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
所
が
作

成
し
た
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
計
画
で
は
な

く
、
利
用
者
や
家
族
な
ど
が
作
成
し
た
セ

ル
フ
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
利
用
者
に
対
す
る
支
援
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
必
要
に
応
じ
て
障

害
福
祉
課
や
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
セ
ル
フ
プ
ラ
ン
作
成
の
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
支
給
決
定
時
と
毎
年

の
更
新
時
に
職
員
が
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
支

給
量
の
妥
当
性
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
特
に
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
必
要
性
が
高
い
場
合

は
、
相
談
支
援
事
業
所
と
市
で
構
成
す
る

連
絡
会
の
中
で
協
議
を
し
、
計
画
相
談
で

問
民
法
改
正
に
よ
る
成
人
年
齢
引
き
下

げ
後
の
成
人
式
に
つ
い
て
、
名
称
を
は
た

ち
の
集
い
に
変
え
る
な
ど
し
て
、
従
来
ど

お
り
二
十
歳
を
対
象
に
実
施
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
本
市
の
方
針
は
。

答
市
長
／
対
象
年
齢
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
地
域
住
民
の

意
見
を
聞
い
て
お
り
、
ま
た
、
自
治
会
連

合
会
か
ら
、
二
十
歳
を
対
象
に
成
人
式
を

開
催
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
た
ほ
か
、
市
民
か
ら
同
様
の
声
も
多
く
、

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
も
早
期
に
結
論
を

出
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
対
象

を
十
八
歳
と
し
た
場
合
、
受
験
や
就
職
な

ど
の
時
期
と
重
な
り
負
担
が
大
き
い
こ
と

問
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
の
行

政
財
産
の
活
用
に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識

と
庁
舎
管
理
面
で
の
取
り
組
み
は
。

答
財
務
部
長
／
平
成
十
八
年
の
地
方
自

治
法
の
改
正
に
よ
り
、
行
政
財
産
の
貸
付

規
定
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
で
、
貸
し
付
け

が
可
能
な
市
庁
舎
等
の
余
剰
ス
ペ
ー
ス
の

有
効
活
用
を
推
進
し
、
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
こ
と
は
、
行
政
運
営
に
お
い
て
重

要
な
視
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

状
に
お
い
て
は
、
民
間
事
業
者
と
の
貸
付

契
約
に
よ
る
自
動
販
売
機
の
設
置
な
ど
を

行
う
こ
と
で
、
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
る
。

問
自
動
販
売
機
の
設
置
に
よ
る
歳
入
の

問
我
入
道
の
文
化
財
収
蔵
庫
は
、
映
画

「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
!!
Ｔ
ｈ

ｅ　

Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　

Ｉ
ｄ
ｏ
ｌ　

Ｍ
ｏ

ｖ
ｉ
ｅ　

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ　

ｔ
ｈ
ｅ　

Ｒ
ａ
ｉ

ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
」
に
お
い
て
、
重
要
な
シ
ー
ン

の
舞
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
聖
地

巡
礼
と
し
て
現
地
を
訪
れ
る
観
光
客
が
多

い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後
の
建
物
の

保
存
や
維
持
管
理
は
。

答
教
育
次
長
／
我
入
道
の
文
化
財
収
蔵

庫
は
、
昭
和
十
一
年
に
赤
坂
区
沼
津
学
園

の
養
護
学
校
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、

昭
和
五
十
四
年
に
東
京
都
港
区
か
ら
譲
り

受
け
、
平
成
八
年
ま
で
は
、
沼
津
市
文
化

財
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
そ
れ
以
降
は
文
化

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

問
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
巻
く
諸

課
題
へ
の
対
応
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
現
状
で
は
、
本
市

に
お
け
る
事
業
者
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

へ
の
参
入
状
況
は
、
活
発
な
部
分
と
お
く

れ
て
い
る
部
分
の
差
が
大
き
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
当
事
者
団
体
や
事
業
者
、

関
係
機
関
等
に
よ
り
組
織
す
る
沼
津
市
障

害
者
自
立
支
援
協
議
会
の
連
携
を
生
か
し

て
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
事
業
者
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
的
確
に
把
握
し
、
柔
軟

な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
県
等
の

動
向
も
注
視
し
つ
つ
、
さ
ら
な
る
体
制
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ど
か
ら
、
対
象
年
齢
は
現
行
の
ま
ま
と

す
る
方
向
で
教
育
委
員
会
及
び
地
域
住
民

と
調
整
し
、
早
急
に
成
人
式
の
あ
り
方
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
さ
ら
な
る

拡
充
は
。

答
産
業
振
興
部
長
／
本
市
は
豊
富
な
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
と
宿
泊
プ
ラ

ン
を
結
び
つ
け
た
着
地
型
旅
行
商
品
、
改

元
や
静
岡
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
機
会
を
捉
え
沼
津
御
用
邸
記
念

公
園
を
活
用
し
た
返
礼
品
な
ど
、
地
域
性

や
話
題
性
に
富
ん
だ
返
礼
品
の
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

確
保
に
つ
い
て
、
①
設
置
台
数
と
平
成

二
十
九
年
度
の
歳
入
額
は
。
②
貸
付
事
業

者
を
選
定
す
る
際
の
公
平
性
や
中
立
性
の

確
保
は
。

答
財
務
部
長
／
①
市
庁
舎
や
体
育
館
等

二
十
三
施
設
に
お
い
て
、
施
設
所
管
課
が

設
置
し
て
い
る
自
動
販
売
機
は
、
合
計
で

四
十
六
台
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
る
平
成
二

十
九
年
度
の
歳
入
額
は
、
約
千
五
百
九
十

万
円
で
あ
る
。
②
事
業
者
の
選
定
は
、
沼

津
市
自
動
販
売
機
の
設
置
に
係
る
行
政
財

産
の
貸
付
け
に
関
す
る
要
綱
の
規
定
に
よ

り
、
一
般
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
る
も
の

と
し
、
公
平
性
及
び
透
明
性
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。

財
収
蔵
庫
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
収
蔵

庫
内
の
考
古
資
料
は
、
静
浦
西
小
学
校
跡

に
整
備
し
た
文
化
財
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
転

を
進
め
て
お
り
、
平
成
三
十
一
年
度
中
に

は
、
収
蔵
庫
と
し
て
の
機
能
の
移
転
を
完

了
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
建
物
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
、
安

全
管
理
上
、
敷
地
内
へ
の
立
ち
入
り
が
で

き
な
い
よ
う
に
措

置
を
講
じ
て
お
り
、

収
蔵
庫
機
能
移
転

後
に
つ
い
て
は
、

利
活
用
を
含
め
、

今
後
、
検
討
し
て

い
く
。

深
田
　
昇

加
藤
　
明
子

鈴
木
　
秀
郷

小
澤
　
隆

障害福祉サービスを取り巻く
課題の解決を

成人年齢引き下げ後の
成人式のあり方は

行政財産の有効活用による
自主財源確保は

我入道の文化財収蔵庫の今後は

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
　
　
括

一
　
　
括

一
問
一
答

一
問
一
答

▲映画の中に登場する我入道の文化財収
蔵庫
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問
防
災
対
策
に
つ
い
て
、
地
区
防
災
計

画
制
度
と
、
防
災
士
の
育
成
に
対
す
る
本

市
の
認
識
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
計
画
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
基
づ
き
、
地
域
住
民
等
が
自

助
、
共
助
の
観
点
か
ら
地
域
の
防
災
活
動

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

計
画
作
成
が
地
域
活
動
の
定
着
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
防
災
を
基
軸
と
し
た
地
域

活
動
の
活
性
化
に
お
い
て
、
非
常
に
意
義

の
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
防
災
士

に
は
、
防
災
指
導
員
と
と
も
に
地
域
の
防

災
活
動
を
牽
引
す
る
役
割
が
期
待
で
き
る

と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
育
成
に
当
た
り
、

問
本
市
の
地
震
津
波
対
策
に
お
け
る
基

本
的
な
認
識
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
で
は
、
沼
津
市

地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

よ
り
、
人
的
被
害
の
最
小
化
を
目
指
す
べ

く
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
平
成
三
十
年
度
は
、
津
波
浸
水
想
定

区
域
に
点
在
す
る
避
難
困
難
地
区
の
解
消

を
図
る
た
め
の
対
策
を
検
討
し
て
き
た
。

今
後
は
、
こ
の
よ
う
な
対
策
を
効
果
的
に

実
施
し
な
が
ら
、
人
的
被
害
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
防
潮
堤
の
整
備
は
防
災
の
骨
格
を
形

成
す
る
も
の
で
あ
り
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
次
期
沼
津
市

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
実
施

に
当
た
り
、
本
市
の
財
政
規
模
と
比
較
し

て
、
新
た
に
三
百
三
十
億
円
の
市
債
を
発

行
す
る
こ
と
に
対
す
る
評
価
と
認
識
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
市
債
の
借

り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
事
業
期
間
の
二
十

年
間
に
お
い
て
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て

順
次
行
い
、
償
還
期
間
の
二
十
年
間
を
含

め
、
四
十
年
間
で
返
済
し
て
い
く
計
画
で

あ
る
た
め
、
一
年
間
の
予
算
額
と
市
債
の

合
計
額
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
妥
当

で
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
四
十
年

間
に
お
け
る
一
年
当
た
り
の
平
均
実
質
負

担
額
は
、
九
億
一
千
万
円
で
あ
り
、
本
市

の
財
政
規
模
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
決

問
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ
い
て
、

本
市
の
事
務
事
業
と
、
市
域
に
お
け
る
実

績
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
本
市
の
事
務
事
業

に
お
い
て
は
、
基
準
年
度
で
あ
る
平
成

二
十
六
年
度
に
対
し
、
平
成
二
十
九
年
度

実
績
は
、
市
長
部
局
で
は
約
十
一
％
、
教

育
委
員
会
部
局
で
は
約
六
％
の
削
減
と
な

っ
た
。
市
域
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三

年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
二
酸

化
炭
素
を
多
く
排
出
す
る
火
力
発
電
の
比

重
が
高
ま
っ
た
影
響
を
受
け
、
目
標
を
下

方
修
正
し
た
が
、
直
近
の
デ
ー
タ
で
あ
る

平
成
二
十
六
年
度
と
基
準
年
度
で
あ
る
平

成
二
年
度
を
比
較
し
、
約
二
％
の
削
減
と

そ
の
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
沼
津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
に

対
す
る
評
価
と
、
計
画
の
見
直
し
に
対
す

る
認
識
は
。

答
教
育
次
長
／
本
計
画
に
よ
る
取
り
組

み
の
結
果
、
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う

成
人
の
割
合
の
増
加
な
ど
、
一
定
の
効
果

が
得
ら
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
本
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
年
度

に
実
施
し
た
各
事
業
の
点
検
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
、
新
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
等
を
踏

ま
え
、
計
画
策
定
時
に
諮
問
を
行
っ
た
沼

津
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聞

き
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総
合
計
画
に
位
置
づ
け
る
考
え
は
。

答
危
機
管
理
監
／
本
市
の
総
合
計
画
は
、

市
民
と
行
政
の
共
通
の
目
標
と
な
る
本
市

の
将
来
像
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
あ
り
、
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
基
本
的
な
考
え

方
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
防
潮
堤

整
備
に
関
し
て
は
、
ま
ず
は
、
そ
の
是
非

に
つ
い
て
、
各
地
区
の
意
見
集
約
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
整
備
の
効
果
と
整
備
に
よ
る

日
常
生
活
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

総
合
的
に
検
討
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

し
て
過
大
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

問
市
長
が
、
鉄
道
高
架
事
業
の
完
成
を

待
ち
望
む
多
く
の
市
民
の
声
が
あ
る
と
す

る
根
拠
は
。

答
沼
津
駅
周
辺
整
備
部
長
／
平
成
三
十

年
四
月
の
沼
津
市
長
選
挙
で
は
、
本
事
業

が
明
確
な
争
点
と
な
り
、
鉄
道
高
架
推
進

派
の
得
票
数
は
反
対
派
を
多
く
上
回
っ
た

こ
と
か
ら
、
鉄
道
高
架
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
が
支
持
さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
都
市
計
画
決
定
等
の
手
続
を
経
て

既
に
事
業
着
手
し
、
用
地
取
得
は
全
体
で

九
割
に
達
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
多
く
の
市
民
の
賛

同
を
得
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

な
っ
た
。

問
新
中
間
処
理
施
設
に
お
い
て
は
、
ご

み
の
処
理
量
が
ふ
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き
る
と
す

る
理
由
は
。

答
生
活
環
境
部
長
／
環
境
省
が
定
め
た

廃
棄
物
処
理
部
門
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
抑
制
等
指
針
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い

た
試
算
で
は
、
設
備
更
新
に
よ
る
電
気
機

器
の
処
理
効
率
の
向
上
に
よ
り
、
助
燃
剤

使
用
量
が
減
少
す
る
こ
と
で
二
酸
化
炭
素

排
出
量
が
削
減
で
き
る
見
込
み
で
あ
り
、

発
電
設
備
設
置
等
の
他
の
設
備
更
新
と
合

わ
せ
て
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
削
減
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

城
内
　
務

中
田
　
孝
幸

梅
沢
　
弘

江
本
　
浩
二

地区防災計画、防災士の育成に対する
認識は

地震津波対策における基本的認識は

沼津駅周辺総合整備事業への市債発行
に対する評価と認識は

温室効果ガス削減の実績は

一 般 質 問市政について問う！

形
式

形
式

形
式

形
式

一
問
一
答

一
問
一
答

一
問
一
答

一
問
一
答
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意  見  書
※意見書とは、市だけの努力では解決できない公共の利益に関する問題について、市議会の意思をまとめて国や県に要望するものです。

この意見書は、平成 31年 3月 18日に可決された後、
関係官庁等へ送付しました。

地域環境と調和した太陽光発電設備設置に関する意見書
電力は国民生活にとって欠かすことのできないものであり、福島第一原子力発電所の事故以降、太陽光発電といっ

た再生可能エネルギーの導入拡大など、電力の需給構造の改革が求められており、国においては再生可能エネルギー
発電による固定価格買取制度を導入するなどしてその普及促進に取り組んでいる。

しかしながら、近年、地域住民との十分な関係が構築されないまま太陽光発電事業が進められ、自然や景観の破
壊への懸念を持つ地域住民と太陽光発電事業者との間で関係が悪化する等の問題が全国各地で生じている。

このような状況に鑑み、国は事業者に対し関係法令の遵守を義務づける等の制度改正を行ったが、現行の土地利
用規制等に関する関係法令では、太陽光発電設備の設置に伴う景観や環境及び防災上におけるさまざまな問題に十
分対応しきれていない。

また、電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法（以下、「法」という。）においても、
事業者が法の認定基準を遵守し、適正に発電設備を設置しているか確認する体制や、発電事業終了後の太陽光パネ
ル等の適切な撤去、処分を担保する仕組みが十分には整備されていない。

よって国においては、地域環境と調和した太陽光発電設備の適切な設置に向けて、下記の事項に取り組むよう強
く要望する。 

記
１　太陽光発電設備について、景観、環境及び防災上の観点から適正な設置がされるよう、立地の規制等に係る関

係法令の整備を図ること。
２　一定規模以上の発電設備設置に当たっては、地元市町村長から意見聴取を行った上で事業計画を認定するよう、

制度改正を行うこと。
３　太陽光発電設備が法の認定基準に従い適正に設置されているか、国が責任を持って確認すること。
４　発電事業終了時や事業者が経営破綻した場合、太陽光パネル等の撤去及び処分が適切かつ確実に行われる仕組

みを構築すること。

第 4 回
臨 時 会

開 催
「沼津駅鉄道高架事業の是非を問う住民投票条例の制定」は、住民直接請求による制定請求があったもので、市長

の「条例制定の必要はない」との意見をつけて議会に付議されました。
本議案は建設水道委員会に付託され、2 月 1 日に行われた委員会では、請求代表者２人が出席し、意見陳述を行

うとともに、委員からの質疑に答えました。その後、議案に対する質疑、討論、採決が行われ、本議案は否決すべ
きものと決しました。

２月５日に行われた本会議では、建設水道委員会委員長から、委員会での審査の経過と結果について報告が行わ
れました。委員長報告に対する質疑の後、討論が行われ、賛成、反対の立場からそれぞれ意見が表明されました。
採決の結果、起立者少数により本議案は否決されました。

第４回臨時会は、1 月 31 日に開会し、2 月 5 日までの 6 日間にわたり開催しま
した。この臨時会では、「沼津駅鉄道高架事業の是非を問う住民投票条例の制定」
等４件を審議しました。

「沼津駅鉄道高架事業の是非
を問う住民投票条例の制定」

【会派別の賛否】　　　　　　　　　　��「○」＝賛成　「×」＝反対　　※（　）内は所属議員数

議　案　名

議
決
結
果

志
政
会

市
民
ク
ラ
ブ

自
民
沼
津

公
明
党

改
革
ぬ
ま
づ

日
本
共
産
党

沼
津
市
議
団

未
来
の
風

無
所
属

（6） （5） （4） （3） （2） （2） （2） （1）
議第１号
沼津駅鉄道高架事業の是非
を問う住民投票条例の制定

否決 × × × × ○× ○ ○ ×

※臨時会の会議録は、沼津市
立図書館、市役所 3 階議会
図書室で閲覧可能なほか、
沼津市議会 HP
でもご覧いた
だけます。
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私
の
宝
は
、
笑
顔
だ
。

笑
顔
で
い
る
と
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
空
気

が
明
る
く
な
る
。
そ
し
て
何
事
も
乗
り
越
え
ら

れ
る
。
笑
顔
は
そ
ん
な
力
を
持
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
私
は
、
毎
日
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
る
。

私
は
、
友
達
が
暗
い
顔
を
し
て
い
る
時
笑
顔

に
す
る
。
笑
顔
な
顔
を
見
る
と
う
れ
し
い
。
み

ん
な
が
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
る
と
楽
し
い
。も
っ

と
も
っ
と
笑
顔
の
力
を
広
め
た
い
。
い
ろ
ん
な

人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

毎
日
笑
顔
で
過
ご
し
た
く
さ
ん
の
人
を
笑
顔
に

し
て
い
く
の
が
必
要
だ
。

笑
い
合
え
る
友
達
を
も
っ
と
増
や
し
た
い
。

ス
マ
イ
ル
Ｎ
Ｏ
．１

み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
て
作
っ
た
映
画
の
エ

ン
ド
ロ
ー
ル
に
、
自
分
の
名
前
が
の
る
こ
と
が

ぼ
く
の
夢
で
す
。
四
年
生
の
時
に
見
た
映
画
が

と
て
も
面
白
く
て
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ソ
ン
グ
を

聴
き
な
が
ら
何
気
な
く
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
を
す
べ

て
見
た
と
き
、
一
人
一
人
の
名
前
が
出
て
く
る

こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。
一
つ
の
作
品
を
み
ん

な
で
作
り
上
げ
、
一
瞬
で
も
自
分
の
名
前
が
残

る
こ
と
が
ぼ
く
に
は
と
て
も
格
好
良
く
思
え
ま

し
た
。
具
体
的
に
何
を
勉
強
す
れ
ば
良
い
の
か
、

今
は
ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
映
画
や
映

像
に
関
わ
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
、
専
門
的

な
勉
強
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢

原小学校
　　　　　６年

土
つ ち

屋
や

美
み

音
お

さん

西浦小学校
６年
石
い し

渡
わ た

 旭
あきら

さん

発
行

／
沼

津
市

議
会

編
集

／
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会
〒410-8601　沼

津
市

御
幸

町
16-1

TEL 055-934-4711　
FAX 055-931-1226

E-m
ail:gikai-jim

@
city.num

azu.lg.jp
市

議
会

HPで
は

、
本

会
議

の
録

画
映

像
な

ど
を

配
信

中
!
沼
津
市
議
会

検
索

※都合により変更する場合があります。
※詳細は、招集告示日（各定例会開会日
1週間前ごろ）の議会運営委員会で協
議されます。

※上記定例会のほか、任期満了に伴う議員の改選が行わ
れたことにより、新たな議会の組織を決める臨時会が
５月中旬に開催される予定です。

４常任委員会の所管事務調査報告、議会活性化等特
別委員会の調査報告及び沼津駅鉄道高架事業推進特別
委員会の活動状況報告がそれぞれまとまり、各委員長
が本会議で報告を行いました。

議会だよりへの御意見・御感想を
お聞かせください

沼津市議会　定例会の予定
定例会 開会予定日 閉会予定日

令和元年
第 1 回 (６月 ) 6 月　7 日（金） 6 月 28 日（金）

令和元年
第 2 回 (９月 ) 9 月 13 日（金） 10 月 16 日（水）

令和元年
第 3 回 (11 月 ) 11 月 26 日（火） 12 月 17 日（火）

令和 2 年
第 4 回 (2 月 ) ２月 10 日（月） 3 月 19 日（木）

御意見・御感想は、郵送、電話、FAX、
Eメール等でお寄せ下さい。（本紙左端参照）

議会だより編集委員会 委�員�長�髙橋　達也����委�����員�尾藤　正弘����委�����員�霞　　惠介����委�����員�岩崎　英亮　　
副委員長�片岡　章一����委�����員�小澤　　隆����委�����員�江本　浩二����委�����員�中田　孝幸

各委員会から報告が
行われました

4 常任委員会の特定調査事項

総務
委員会 街頭防犯カメラの活用について

文教産業
委員会

ICT 教育の推進による学習環境の
整備について

民生病院
委員会 手話の普及について

建設水道
委員会 上下水道事業の官民連携について

特別委員会の報告

議会活性化等
特別委員会

• 議会報告会の開催に関すること
•議会の ICT化の推進に関すること
•その他議会活性化に関すること

沼津駅鉄道
高架事業推進
特別委員会

平成 27年度から
４年間の活動状況の報告

委員会
レポート
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